
平成２４年７月９日

北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 調査第二課長 木村 祐二
電 話：076-264-9912（直通）
F A X：076-233-9631（直通） ※番号通知設定でお掛け下さい

お 問 い 合 わ せ 先

１．開催日時 ： 平成２４年 ７月１１日（水） 10:00～12:00

第４回 石川県道路安全 ・ 円滑化検討委員会

記 者 発 表 資 料記 者 発 表

発表先 石川県政記者クラブ

配布を持って解禁扱い

～ 石川県内道路の安全で円滑な走行実現に向けて ～

を開催します

【これまでの委員会開催経緯】

□ 第１回 ： 平成２０年１２月１６日開催

□ 第２回 ： 平成２１年 ３月１７日開催

□ 第３回 ： 平成２２年 １月２７日開催

・ 委員会の目的

・ 走行障害箇所の抽出について 【事故、渋滞、災害、積雪】

・パブリックコメントの概要及び実施結果について

・今後の検討内容・スケジュールについて

・追加走行阻害箇所候補の分析結果

・走行阻害箇所の選定【事故・渋滞・災害・積雪】

２．開催場所 ： 金沢河川国道事務所 ２階会議室 （金沢市西念４丁目２３番５号）

３．議事内容

・ これまでの経緯

・ 交通基礎データの共有、選定の考え方

・ 今後の進め方

※委員会は、報道機関を通じて公開致します。

・報道機関のカメラ撮り等は、冒頭から挨拶までが可能です。

◆本委員会は、道路における移動性の阻害要因（交通事故、交通渋滞、災害・積雪）により障
害となる箇所の選定方法について、公正・中立な立場から、道路利用者や県民の視線、意識
から乖離がないか、様々な立場の方々で議論していただくため、平成２０年度に設立した委員
会です。

４．委員名簿：別紙１のとおり

・誠に恐縮ですが、会場の都合により一般の方の傍聴はできませんのでご了承下さい。



別紙１

石川県道路安全・円滑化検討委員会 委員名簿（案）

※敬称略

1 委員長 金沢大学 理工研究域 教授 高山 純一

2 委員 金沢大学 人間社会研究域 教授 山岸 雅子

3 委員 石川県商工会議所連合会 専務理事

4 委員 （社）石川県観光連盟 副理事長兼専務理事

5 委員 石川県タクシー協会 専務理事

6 委員 （社）石川県トラック協会 専務理事

7 委員 （社）石川県バス協会 専務理事

8 委員 石川県婦人団体協議会 会長

9 委員
中日本高速道路㈱金沢支社
保全・サービス事業部 交通管制チーム チームリーダー

10 委員 石川県 警察本部 交通規制課 課長

11 委員 北陸信越運輸局 石川運輸支局 支局長

12 委員 石川県 道路建設課 課長

13 委員 石川県 道路整備課 課長

14 委員 石川県 都市計画課 課長

15 委員 金沢市 土木局担当部長 道路建設課長

16 委員 北陸地方整備局 道路部 道路計画課 課長

17 委員 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所長

北陸地方整備局 金沢河川国道事務所

石川県土木部
事務局

委員会役職 所 属 ・ 役 職No.



検討の流れ

別紙２

交通基礎データの共有

地域の渋滞箇所の素案

意見交換 等

第４回委員会の開催（Ｈ２４.７.１１）

パブリックコメントの実施

パブリックコメント等を含めた

地域の渋滞箇所の特定

ソフト・ハードも含めた対策の検討

検討結果のとりまとめ

【道路の円滑走行阻害】

検討委員会開催の背景

これまで渋滞対策については、累次の渋滞対策プログラム等を通じ、関係機関において
検討を進め、改善の取り組みをしてきたところでありますが、

今般、
○「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ（高速道路のあり方検討有識者委員会、
平成２３年１２月）」において、効率性を阻害する渋滞ボトルネック対策の重要性が
指摘されたこと

○ 社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会においても、渋滞対策を含め、道路利用
の適正化が議論されていること

○ 交通観測技術の進展・普及により、道路交通状況の詳細に係るデータが容易に取得
可能となるなど、観測環境に大きな改善が見られること

等を踏まえ、改めて関係機関の連携による検討体制を整え、課題の状況を継続的に把握・
共有し、効果的な渋滞対策の推進に取り組んでいくこととしました。


